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　年末は、交通混雑や飲酒の機会の増加による交通事故及び日没時間の早まりに伴い、夕暮れ時から夜
間にかけての交通事故が多発する時期です。一人ひとりが交通安全について考え、交通ルールを守り交
通マナーの向上に取り組むことにより、交通事故を防止しましょう。

夕暮れ時の運転は要注意！　
　例年この時期は、16時から19時
にかけて死亡者数が急増する傾向に
あります。車を運転する場合には、
上向きのライトを積極的に使用して
歩行者等の早期発見に努め、事故を
未然に防ぎましょう。

問合せ　町民課　☎029‐288‐3111（内線116）

運動の重点　（１）子どもと高齢者の交通事故防止　（２）夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　　　　　　（３）飲酒運転の根絶

～ 反射材　あなたの未来を　照らしてる ～スローガン

年末の交通事故防止県民運動 【12月1日（月）～31日（水）】
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